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―  スタンドアロンデータ収集：交換可能な
CFカード

―  QuantumXモジュールとの接続
―  簡単なシステム構成：トリガ、演算、
バーチャルチャンネル、信号解析

―  多数のインタフェース：LAN、WLAN、
USB、デジタルI/O

―  タッチスクリーン接続可能（オプション）：
DVI / USB

―  供給電圧（DC）：10V～30V、冷却ファンなし

データレコーダモジュール

特長

ブロック図

Data sheet B3191-3.0 j 1.0

WLAN （CX22Wのみ）

イーサネット
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仕様
インストールされたソフトウェア Catman® EASY

接続可能なデバイス QuantumX

チャンネル数

　ファイヤワイヤ（QuantumX）

　イーサネットNTP（QuantumX、インテロゲータ）

384（24モジュール×16チャンネル）

400

同期オプション ファイヤワイヤ（QuantumXのみ、自動、推奨）

イーサネット/NTP（QuantumX）

システム構成 / データアクセス リモートアクセスまたはQuamtumX Network Assistantソフトウェア
経由

PCへ直接接続（イーサネットまたはWLAN）またはネットワーク経由
（DHCP）

Windows Explorer経由でデータアクセス

チャンネル構成 内蔵のセンサデータベースにて手動（すべての一般的な変換器、
HBM変換器、CAN-dbcインポート、オープン、拡張可）

TEDSにて自動（内蔵エディタ）

データレコード / レコードの開始方法 電源投入と同時に開始
トリガ機能（計測信号、メッセージ、デジタル入力）プリトリガ機能あり

ソフトウェア経由（接続した周辺機器のリモートアクセス）
開始時間の指定

サンプルレートの数 3つの異なるサンプルレートおよびグループ（計測モジュールによる）

数式エディタ（計算チャンネル） 演算、指数、平方根、二乗平均平方根値、ロジック、三角法、微分積分、
指数関数、対数、リミット値（デジタル出力接続、外部スピーカーでのオー

ディオファイル再生、ログファイルへの入力）、
ソフトウェアフィルタ（移動平均、ベッセル、バターワース）、

ひずみゲージを使用した応力解析

トリガ信号 アナログ、バス信号、演算信号、デジタル入力（0/1）

トリガタイプ エッジ（上昇、下降）、レベル（上、下）

レコードの終了 スイッチオフ、手動、トリガ（ポスト）、時間、計測値数

レコードの範囲 選択された信号、メタデータ（センサ、計測構成、試験パラメータ）、
ログ

レコードモード 標準

タイムインターバル（周期ファイル作成、データ欠落なし）

長時間計測（時間、サイクル数 /サイクル時間/ピーク ‒ バレーのサイクル）

ピーク値（設定区間）

リングバッファ（10分まで）

シーケンス（連続運転） 10の連続レコードの設定（計測ジョブ）、反復

保存ファイルフォーマット HBM catman®（bin）

ASCII（asc、MX878との使用で再生）

Microsoft Excel®（xls、xlsx、xlsb）

MTS（RPC III）

MathWorks MATLAB™（mat）

HBM nCODE（dac）

Vector（MDF 4.0）

NI DIAdem（dac）

オートメーション キースクリプティング（アプリケーション用ビジュアルベーシック）

データ保存 交換可能なCFカード、USBスティック、外部USBハードディスク

リモートコントロールのディスプレイ

オンラインディスプレイ

推奨ディスプレイ

自由に設定できるディスプレイまたフルスクリーンモードの
コントロールパネル

解像度 1024×768ピクセル

信号入力 DVIデジタル 1）

表示エレメント 数値表示、グラフ（y-t、x-y、y-f / FFT）、数表、
インジケータ、棒グラフ、LED、polar diagram、スイッチ（ボタン）、

チェックボックス、選択ボックス、背景イメージ、テキスト

キーパッド ファンクションキーを使ってのコントロール
1） DVI-2-VGAアダプタは機能しません
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仕様
保護

システムの変更 変更を保存するにはEnhanced Write Filter（EWF）の展開が必要

一般仕様

動作システム WindowsXP embedded

プロセッサ Intel Atom, 1.33 GHz with 533 MHz FSB

内部記憶装置 GB 8、2つのパーティション

交換可能なメモリ

　バージョン

　フォームファクタ

　メモリ容量、最大

　レコーディングレート、最大

　計測値/信号

GByte

値/s

Byte

CompactFlash（CFカード）

4.1

CompactFlash Type 1

128

400,000

4

起動時間、概算 秒 45

インタフェース（数） 1） イーサネット（1）

WLAN（1）

FireWire（2）

USB2.0（3）

RS232（1）

DVI（1）

Digital I/O（6）

供給電圧範囲（DC） V 10～30、推奨（定格）電圧24V

消費電力（24Vの時） W ＜12、冷却ファン無し、ノイズ無し

イーサネット

　プロトコル/アドレス

　プラグ接続

　モジュールまでの最大ケーブル長

WLAN

　WLAN規格

　データ転送レート

　セキュリティプロトコル

　ストレートラインレンジ

　周波数帯域

　アンテナ

m

MBit

m

10Base-T / 100Base-TX / 1000Base-TX

TCP/IP（ダイレクトIPアドレスまたはDHCP）

8P8Cモジュラープラグ（RJ-45）、ツイストペアケーブル（CAT5）

100

IEEE 802.11 n/h and IEEE 802.11 b/g, Adhoc-support

54

WEP, WPA, WPA2, TKIP, AES

200 (IEEE 802.11n)

2.4 GHz

Standard SMA socket, Typ RF Coax

ファイヤワイヤ（モジュール間同期、データリンク、オプショナル
供給電圧）

　ボーレート

　モジュール間の最大電流

　接続間の最大ケーブル長

　接続可能なモジュールの最大数（連続）

　ファイヤワイヤ内の最大モジュール数（ハブ 2）、バックプレーン含む）

　計測チェーン内の最大ホップ数 3）

MBaud

A

m

IEEE 1394b（HBMモジュールのみ）

400（approx. 50 MByte/s）

1.5

5

12（＝11ホップ）

24

14

USB

　バージョン／コネクタ

　最大ケーブル長 m

2.0/Standard Highspeed（Host）

Version 1.1と互換

5

RS-232C

　コネクタ

　ボーレート、最大

　デバイス

kBaud

DSUB 9ピン

115

例：GPS（NMEA）

DVI

　タイプ デジタル液晶ディスプレイ
1） ラックインストール不可
2） ハブ：ファイヤワイヤノードポイントまたはディストリビュータ
3） ホップ：モジュールからモジュールへの遷移／シグナルコンディショニング
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仕様（続き）
保護クラス III

音声出力 ジャック、3.5mm

保護等級 IP20

機械試験 1）

　振動（30分）

　衝撃（6ms）

m/s2

m/s2

50

350

EMC対策 EN 61326に基づく

公称（定格）温度範囲

許容温度範囲（結露無し、モジュールは水蒸気の凝結対策無し）

保存温度範囲

°C［°F］

°C［°F］

°C［°F］

－20°C～＋60°C［－4～＋140］

－20°C～＋65°C［－4～＋149］

－40°C～＋75°C［－40～＋167］

相対湿度、31℃時 % 80（結露無きこと）

湿度の許容値は、40°Cでは50%に低下

重量（概算） g 1,200

寸法、水平時（H×W×D） mm 52.5×200×122（ケース保護あり）

44×174×119（ケース保護無し）

リアルタイムクロック

クロックドリフト 1ヶ月で最大1.2分

タイムバッファ CMOSバッテリ

タイムゾーン（工場出荷時） UTC（協定世界時）

デジタルI/O

入力／出力数 6

入力 3（端子1、2、3）

出力 3（端子4、5、6）

接続のタイプ ねじ式端子台

プラグ：MC 1.5/7‒ST‒3.5（Phoenixcontact）

LED（数）

　出力状態表示 3

ケーブル長（最大） m 3

ケーブルタイプ（干渉対策） シールド対策

入力信号範囲　TTL

　最大許容入力レベル

　入力レベル　High

　入力レベル　Low

　内部プルアップ抵抗

V

V

V

kOhm

－0.5～5.5

4

0.7

100

出力信号範囲　TTL

　出力　High

　出力　Low

　最大出力電流

V

V

mA

4

0.7

1
1）  機械的応力における試験は、欧州規格EN 60068-2-6（振動）およびEN 60068-2-27（衝撃）に基づきます。製品は、加速度25m/s2、周波数範囲5～65Hz、全3方位の試験を行います。
振動持続時間は各方位ごとに30分です。衝撃テストは定格（公称）加速度200m/s2で11ms、半正弦波の周期を各6方位で行います。
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アクセサリ（別売）：
アクセサリ

品名 詳細 ご発注コード

AC/DC電源、24V 入力：100～240VAC（±10%）、1.5mケーブル
出力：24VDC、最大1.25A、ODUプラグ付き2mケーブル

1-NTX001

QuantumX用電源供給ケーブル、3m QuantumXモジュール用電源供給ケーブル、3m、片側は最適な
プラグ付き（ODU Medi-Snap S11M08-P04MJGO-5280）、
もう一方は先バラ

1-KAB271-3

イーサネットクロスオーバケーブル PC/ノートブックPCとモジュール－デバイス間でダイレクト
オペレーションをする際のイーサネットクロスオーバケーブル、
長さ2m、CAT5＋

1-KAB239-2

ファイヤワイヤケーブル（モジュール間用） QuantumXモジュール間用ファイヤワイヤケーブル、 
両端コネクタ付き、長さ：0.2m／2m／5m
注：ケーブルを介してQuantumXモジュールに電圧も供給可
（ソースから最後のアクセプタまで最大1.5A）

1-KAB272-0.2
1-KAB272-2
1-KAB272-5

ハブ－モジュール間IEEE1394bファイヤワイ
ヤ接続用Express Card

ハブから最初のQuantumXモジュール（IP20）を接続するための
ファイヤワイヤケーブル、QuantumXモジュールからPCへデータ
転送用両端コネクタ付き、3m

1-IF002

QuantumXモジュール固定用ケースクリップ QuantumXモジュール同士を固定する接続クリップ。当製品1セット
は、モジュール2台をクイック接続するためのクリップ2個

1-CASECLIP

QuantumXモジュール固定用エレメント ケースクリップを使用してQuantumXを取りつけるフィッティング
パネル。パネル取付は4つのネジ留め

1-CASEFIT

ファイヤワイヤエクステンダ SCM－FMファイヤワイヤエクステンダ

ファイヤワイヤを最大50mまで延長するためのインラインエレメント
が2つ（SCM-FW-1A及びSCM-FW-1B）入ったパッケージ
必要な部品：2×1-KAB269-x及び工業用イーサネットケーブル
（M12、CAT5e/6、最大50m）KAB270-3は接続不可

1-SCM-FW
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QuantumX一覧
MX840A MX440A MX410B MX460 MX1615B MX1609 MX1601B MX403B MX878 MX879 MX471 CX27 CX22W

フルブリッジ（4ゲージ式） • • • •

ハーフブリッジ（2ゲージ式） • • • •

クォータブリッジ（1ゲージ式 ）   •3）   •3）   •3） •

電磁誘導型フルブリッジ • • •

電磁誘導型ハーフブリッジ • • •

LVDT • •

電圧 • • • • • •

高電圧 • • • •

電流（±20mA） • • • •

電流供給電圧式変換器（IEPE）   •1）   •1）   •1） •

直流半導体 • • •

抵抗 • •

ポテンショメータ • •

測温抵抗体（PT100、PT1000） • • •

熱電対 • •   •2）

電磁誘導型ロータリーエンコーダ •

インクリメンタルロータリーエンコーダ • • •

SSI • •

周波数計測、パルスカウント • • •

PWM •

トルク/回転速度 • • •

CANbus •
（入力/出力）

•
（入力/出力）

アナログ出力 • • •

演算機能 • • • • • •

デジタル入力（静的） • • •

デジタル出力（静的） • • •

•

CCPI×CP-on-CAN 　

モジュールレコーディング •

耐環境性モデル •
（IP67）

•
（IP67）

•
（IP65）

•
（IP67）

•
（IP67）

チャンネル数（合計） 8 4 4 4 16 16 16 4 8 8 - - -

データレート（サンプル/s） 19,200 19,200 96,000 96,000 19,200 300 19,200 96,000 - - - - -

帯域（Hz） 3,200 3,200 38,000 38,000 3,000 14 3,000 38,000 - - - - -

1）   直流半導体の接続にはスマートモジュール（1-EICP-B-2）が必要
2） MX1609はタイプK、MX1609TはタイプTに対応
3） アップモジュールSCM-SG120（120Ω）およびSCM-SG350（350Ω）をオプションでご用意


